
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示パネルの全画素を用いて画面全体に各種画像を表示する全画面表示モードと、
液晶表示パネルの全ての走査電極のうち、一部の走査電極の画素を選択すると共に残りの
走査電極の画素を非選択にして選択した画素に対応する画面の一部に各種画像を表示する
部分表示モードとに動作モードを切り替え可能な液晶表示装置において、
　前記液晶表示パネル駆動用の駆動電圧を供給する電源供給手段を有し、
　前記電源供給手段は、
　電圧の温度勾配が異なる複数の電源のうち、少なくとも前記部分表示モードの場合は予
め定めた電源からの電力の供給を停止する電力供給制御手段と、
　前記電圧の温度勾配が異なる複数の電源のうち、前記電力供給制御手段により電力の供
給が停止された電源以外の電源から供給された電力に応じて予め定めた温度勾配の前記駆
動電圧を出力する温度勾配調整手段と
　を備え、
　前記部分表示モードの場合の前記駆動電圧の温度勾配は、その温度勾配の前記駆動電圧
に基づいて前記液晶表示パネルを駆動した場合に予め定めた温度範囲内で前記液晶表示パ
ネルの透過率を一定に維持する温度勾配の範囲内にある
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　電圧の温度勾配が異なる第一及び第二の電源のうち、前記第二の電源からの電力の供給
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を選択的に停止する電力供給制御手段と、
　前記電力供給制御手段により選択的に電力の供給が停止されていない電源から供給され
た電力に応じて予め定めた温度勾配の出力電圧を出力する温度勾配調整手段と
　を備え、
　前記温度勾配調整手段は、
　前記第一の電源による電圧が第一の入力端子にそれぞれ接続された第一及び第二の演算
増幅器と、
　一方が前記第二の電源による電圧に接続され、他方が前記第一の演算増幅器の第二の入
力端子に接続された第一の抵抗と、
　一方が前記第一の演算増幅器の第二の入力端子に接続され、他方が前記第一の演算増幅
器の出力端子に接続された第二の抵抗と、
　一方が前記第二の演算増幅器の第二の入力端子に接続された第三の抵抗と、
　一方が前記第二の演算増幅器の第二の入力端子に接続され、他方が前記第二の演算増幅
器の出力端子に接続された第四の抵抗と
　を備えて構成され、前記第一から第四の抵抗の抵抗値と、前記第一及び第二の電源によ
る電圧の値によって、前記第二の演算増幅器の出力端子の電圧の温度勾配が調整され、
　前記電力供給制御手段は、前記第三の抵抗の他方を前記第一の演算増幅器の出力端子ま
たは固定電圧に選択的に接続するスイッチ回路である
　ことを特徴とする電源供給装置。
【請求項３】
　電圧の温度勾配が異なる第一及び第二の電源のうち、前記第二の電源からの電力の供給
を選択的に停止する電力供給制御手段と、
　前記電力供給制御手段により選択的に電力の供給が停止されていない電源から供給され
た電力に応じて予め定めた温度勾配の出力電圧を出力する温度勾配調整手段と
　を備え、
　前記温度勾配調整手段は、
　固定電圧が第一の入力端子にそれぞれ接続された第一及び第二の演算増幅器と、
　一方が前記第一の電源による電圧に接続され、他方が前記第一の演算増幅器の第二の入
力端子に接続された第一の抵抗と、
　一方が前記第二の電源による電圧に接続され、他方が前記第一の演算増幅器の第二の入
力端子に接続された第二の抵抗と、
　一方が前記第一の演算増幅器の第二の入力端子に接続され、他方が前記第一の演算増幅
器の出力端子に接続された第三の抵抗と、
　一方が前記第二の演算増幅器の第二の入力端子に接続された第四の抵抗と、
　一方が前記第二の演算増幅器の第二の入力端子に接続され、他方が前記第二の演算増幅
器の出力端子に接続された第五の抵抗と
　を備えて構成され、
　前記第一から第五の抵抗の抵抗値と、前記第一及び第二の電源による電圧の値によって
、前記第二の演算増幅器の出力端子の電圧の温度勾配が調整され、
　前記電力供給制御手段は、前記第四の抵抗の他方を前記第一の演算増幅器の出力端子ま
たは前記第二の電源による電圧に選択的に接続するスイッチ回路である
　ことを特徴とする電源供給装置。
【請求項４】
　電圧の温度勾配が異なる第一及び第二の電源のうち、前記第二の電源からの電力の供給
を選択的に停止する電力供給制御手段と、
　前記電力供給制御手段により選択的に電力の供給が停止されていない電源から供給され
た電力に応じて予め定めた温度勾配の出力電圧を出力する温度勾配調整手段と
　を備え、
　前記温度勾配調整手段は、
　固定電圧が第一の入力端子に接続された第一の演算増幅器と、
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　前記第一の電源による電圧が第一の入力端子に接続された第二の演算増幅器と、
　一方が前記第二の電源による電圧に接続され、他方が第一の演算増幅器の第二の入力端
子に接続された第一の抵抗と、
　一方が前記第一の演算増幅器の第二の入力端子に接続され、他方が前記第一の演算増幅
器の出力端子に接続された第二の抵抗と、
　一方が前記第二の演算増幅器の第二の入力端子に接続された第三の抵抗と、
　一方が前記第二の演算増幅器の第二の入力端子に接続され、他方が前記第二の演算増幅
器の出力端子に接続された第四の抵抗と
　を備えて構成され、
　前記第一から第四の抵抗の抵抗値と、前記第一及び第二の電源による電圧の値によって
、前記第二の演算増幅器の出力端子の電圧の温度勾配が調整され、
　前記電力供給制御手段は、前記第三の抵抗の他方を前記第一の演算増幅器の出力端子ま
たは固定電圧に選択的に接続するスイッチ回路である
　ことを特徴とする電源供給装置。
【請求項５】
　電圧の温度勾配が異なる第一及び第二の電源のうち、前記第二の電源からの電力の供給
を選択的に停止する電力供給制御手段と、
　前記電力供給制御手段により選択的に電力の供給が停止されていない電源から供給され
た電力に応じて予め定めた温度勾配の出力電圧を出力する温度勾配調整手段と
　を備え、
　前記温度勾配調整手段は、
　演算増幅器と、
　一方が前記第一の電源による電圧に接続され、他方が前記演算増幅器の第二の入力端子
に接続された第一の抵抗と、
　一方が前記演算増幅器の第二の入力端子に接続された第二の抵抗と、
　一方が固定電圧に接続され、他方が前記演算増幅器の第一の入力端子に接続された第三
の抵抗と、
　一方が前記演算増幅器の第一の入力端子に接続され、他方が前記演算増幅器の出力端子
に接続された第四の抵抗と
　を備えて構成され、
　前記第一から第四の抵抗の抵抗値によって、前記演算増幅器の出力端子の電圧の温度勾
配が調整され、
　前記電力供給制御手段は、前記第二の抵抗の他方を前記第二の電源による電圧または固
定電圧に選択的に接続するスイッチ回路である
　ことを特徴とする電源供給装置。
【請求項６】
　電圧の温度勾配が異なる第一及び第二の電源のうち、前記第二の電源からの電力の供給
を選択的に停止する電力供給制御手段と、
　前記電力供給制御手段により選択的に電力の供給が停止されていない電源から供給され
た電力に応じて予め定めた温度勾配の出力電圧を出力する温度勾配調整手段と
　を備え、
　前記温度勾配調整手段は、
　前記第一の電源による電圧が第一の入力端子が接続された演算増幅器と、
　一方が前記演算増幅器の第二の入力端子に接続された第一の抵抗と、
　一方が前記演算増幅器の第二の入力端子に接続され、他方が前記演算増幅器の出力端子
に接続された第二の抵抗と
　を備えて構成され、
　前記第一または第二の抵抗の抵抗値によって、前記演算増幅器の出力端子の電圧の温度
勾配が調整され、
　前記電力供給制御手段は、前記第一の抵抗の他方を、前記第二の電源による電圧に選択
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的に接続するスイッチ回路であり、
　前記第一及び第二の電源による電圧は、所定の温度において前記演算増幅器の出力端子
の電圧と同一電圧となるように設定された
　ことを特徴とする電源供給装置。
【請求項７】
　電圧の温度勾配が異なる第一及び第二の電源のうち、前記第二の電源からの電力の供給
を選択的に停止する電力供給制御手段と、
　前記電力供給制御手段により選択的に電力の供給が停止されていない電源から供給され
た電力に応じて予め定めた温度勾配の出力電圧を出力する温度勾配調整手段と
　を備え、
　前記温度勾配調整手段は、
　演算増幅器と、
　一方が前記第一の電源による電圧に接続され、他方が前記演算増幅器の第一の入力端子
に接続された第一の抵抗と、
　一方が前記演算増幅器の第一の入力端子に接続された第二の抵抗と
　を備えて構成され、
　前記演算増幅器の出力端子は、前記演算増幅器の第二の入力端子に接続され、
　前記第一または第二の抵抗の抵抗値によって、前記第一及び第二の抵抗の接続部の電圧
の温度勾配が調整され、
　前記電力供給制御手段は、前記第二の抵抗の他方を前記第二の電源による電圧または固
定電圧を選択的に接続するスイッチ回路であり、
　前記第一及び第二の電源による電圧は、所定の温度において前記演算増幅器の出力端子
の電圧と同一電圧となるように設定された
　ことを特徴とする電源供給装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、特に、液晶表示パネルの駆動領域を変更して画像の表示領域を変更可能な液晶
表示装置及び電源供給装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図１９に、液晶表示素子の温度毎の光透過率の特性曲線を示すように、液晶表示素子は温
度特性を持っており、その駆動電圧は周囲の温度に依存するのが一般的である。そのため
、液晶表示素子で構成される液晶表示装置の表示品質を一定に保つためには、その液晶表
示素子を駆動する駆動電圧を供給する電源供給装置がその液晶表示素子の温度特性を補償
する必要がある。
そのため、この種の電源供給装置においては、温度特性を持つ素子、例えばサーミスタな
どを使用して、液晶表示素子に供給する駆動電圧を温度に応じて変化させることにより、
液晶表示素子の温度特性を補償していた。
一方、液晶表示装置においては、液晶表示パネルの全画素を用いて画面全体に画像を表示
する全画面表示モードと、液晶表示パネルの全ての走査電極（走査線）のうち所望の走査
電極のみを選択して残りの走査電極を非選択にし、選択した走査電極に対応する画素を用
いて画面の一部のみに画像を表示する部分表示モードとの動作モードを備えたものがある
。
すなわち、この液晶表示装置を時計に適用した場合は、カレンダーなどを表示する時など
には全画面表示モードで駆動し、時刻のみを表示する時などには部分表示モードにして液
晶表示パネルの駆動面積を小さくすることにより、装置全体の消費電力の低減を図ってい
る。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
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しかし、液晶表示装置を部品とする電子機器などは、機器容量の小型化並びにコストダウ
ンが望まれており、そのためサーミスタなどの実装部品の削減と同時に表示品質を維持す
る必要があった。
また、上述したように液晶表示装置の動作モードを部分表示モードに切り替えて消費電力
を低減するような電子機器においては、さらに消費電力を低減することが望まれている。
【０００４】
そこで本発明の目的は、サーミスタなどの実装部品の低減と同時に液晶表示素子などの駆
動対象の温度特性を温度補償する電力を供給でき、かつ、消費電力を低減することができ
る電源供給装置及びこの電源供給装置を使用する液晶表示装置を提供することを目的とす
る。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の構成は、液晶表示パネルの全画素を用いて
画面全体に各種画像を表示する全画面表示モードと、液晶表示パネルの全ての走査電極の
うち、一部の走査電極の画素を選択すると共に残りの走査電極の画素を非選択にして選択
した画素に対応する画面の一部に各種画像を表示する部分表示モードとに動作モードを切
り替え可能な液晶表示装置において、前記液晶表示パネル駆動用の駆動電圧を供給する電
源供給手段を有し、前記電源供給手段は、電圧の温度勾配が異なる複数の電源のうち、少
なくとも前記部分表示モードの場合は予め定めた電源からの電力の供給を停止する電力供
給制御手段と、前記電圧の温度勾配が異なる複数の電源のうち、前記電力供給制御手段に
より電力の供給が停止された電源以外の電源から供給された電力に応じて予め定めた温度
勾配の前記駆動電圧を出力する温度勾配調整手段とを備え、前記部分表示モードの場合の
前記駆動電圧の温度勾配は、その温度勾配の前記駆動電圧に基づいて前記液晶表示パネル
を駆動した場合に予め定めた温度範囲内で前記液晶表示パネルの透過率を一定に維持する
温度勾配の範囲内にあることを特徴としている。
【００１２】
　請求項２に記載の構成は、電圧の温度勾配が異なる第一及び第二の電源のうち、前記第
二の電源からの電力の供給を選択的に停止する電力供給制御手段と、前記電力供給制御手
段により選択的に電力の供給が停止されていない電源から供給された電力に応じて予め定
めた温度勾配の出力電圧を出力する温度勾配調整手段とを備え、前記温度勾配調整手段は
、前記第一の電源による電圧が第一の入力端子にそれぞれ接続された第一及び第二の演算
増幅器と、一方が前記第二の電源による電圧に接続され、他方が前記第一の演算増幅器の
第二の入力端子に接続された第一の抵抗と、一方が前記第一の演算増幅器の第二の入力端
子に接続され、他方が前記第一の演算増幅器の出力端子に接続された第二の抵抗と、一方
が前記第二の演算増幅器の第二の入力端子に接続された第三の抵抗と、一方が前記第二の
演算増幅器の第二の入力端子に接続され、他方が前記第二の演算増幅器の出力端子に接続
された第四の抵抗とを備えて構成され、前記第一から第四の抵抗の抵抗値と、前記第一及
び第二の電源による電圧の値によって、前記第二の演算増幅器の出力端子の電圧の温度勾
配が調整され、前記電力供給制御手段は、前記第三の抵抗の他方を前記第一の演算増幅器
の出力端子または固定電圧に選択的に接続するスイッチ回路であることを特徴としている
。
【００１３】
　請求項３に記載の構成は、電圧の温度勾配が異なる第一及び第二の電源のうち、前記第
二の電源からの電力の供給を選択的に停止する電力供給制御手段と、前記電力供給制御手
段により選択的に電力の供給が停止されていない電源から供給された電力に応じて予め定
めた温度勾配の出力電圧を出力する温度勾配調整手段とを備え、前記温度勾配調整手段は
、固定電圧が第一の入力端子にそれぞれ接続された第一及び第二の演算増幅器と、一方が
前記第一の電源による電圧に接続され、他方が前記第一の演算増幅器の第二の入力端子に
接続された第一の抵抗と、一方が前記第二の電源による電圧に接続され、他方が前記第一
の演算増幅器の第二の入力端子に接続された第二の抵抗と、一方が前記第一の演算増幅器
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の第二の入力端子に接続され、他方が前記第一の演算増幅器の出力端子に接続された第三
の抵抗と、一方が前記第二の演算増幅器の第二の入力端子に接続された第四の抵抗と、一
方が前記第二の演算増幅器の第二の入力端子に接続され、他方が前記第二の演算増幅器の
出力端子に接続された第五の抵抗とを備えて構成され、前記第一から第五の抵抗の抵抗値
と、前記第一及び第二の電源による電圧の値によって、前記第二の演算増幅器の出力端子
の電圧の温度勾配が調整され、前記電力供給制御手段は、前記第四の抵抗の他方を前記第
一の演算増幅器の出力端子または前記第二の電源による電圧に選択的に接続するスイッチ
回路であることを特徴としている。
【００１４】
　請求項４に記載の構成は、電圧の温度勾配が異なる第一及び第二の電源のうち、前記第
二の電源からの電力の供給を選択的に停止する電力供給制御手段と、前記電力供給制御手
段により選択的に電力の供給が停止されていない電源から供給された電力に応じて予め定
めた温度勾配の出力電圧を出力する温度勾配調整手段とを備え、前記温度勾配調整手段は
、固定電圧が第一の入力端子に接続された第一の演算増幅器と、前記第一の電源による電
圧が第一の入力端子に接続された第二の演算増幅器と、一方が前記第二の電源による電圧
に接続され、他方が第一の演算増幅器の第二の入力端子に接続された第一の抵抗と、一方
が前記第一の演算増幅器の第二の入力端子に接続され、他方が前記第一の演算増幅器の出
力端子に接続された第二の抵抗と、一方が前記第二の演算増幅器の第二の入力端子に接続
された第三の抵抗と、一方が前記第二の演算増幅器の第二の入力端子に接続され、他方が
前記第二の演算増幅器の出力端子に接続された第四の抵抗とを備えて構成され、前記第一
から第四の抵抗の抵抗値と、前記第一及び第二の電源による電圧の値によって、前記第二
の演算増幅器の出力端子の電圧の温度勾配が調整され、前記電力供給制御手段は、前記第
三の抵抗の他方を前記第一の演算増幅器の出力端子または固定電圧に選択的に接続するス
イッチ回路であることを特徴とすしている。
【００１５】
　請求項５に記載の構成は、電圧の温度勾配が異なる第一及び第二の電源のうち、前記第
二の電源からの電力の供給を選択的に停止する電力供給制御手段と、前記電力供給制御手
段により選択的に電力の供給が停止されていない電源から供給された電力に応じて予め定
めた温度勾配の出力電圧を出力する温度勾配調整手段とを備え、前記温度勾配調整手段は
、演算増幅器と、一方が前記第一の電源による電圧に接続され、他方が前記演算増幅器の
第二の入力端子に接続された第一の抵抗と、一方が前記演算増幅器の第二の入力端子に接
続された第二の抵抗と、一方が固定電圧に接続され、他方が前記演算増幅器の第一の入力
端子に接続された第三の抵抗と、一方が前記演算増幅器の第一の入力端子に接続され、他
方が前記演算増幅器の出力端子に接続された第四の抵抗とを備えて構成され、前記第一か
ら第四の抵抗の抵抗値によって、前記演算増幅器の出力端子の電圧の温度勾配が調整され
、前記電力供給制御手段は、前記第二の抵抗の他方を前記第二の電源による電圧または固
定電圧に選択的に接続するスイッチ回路であることを特徴としている。
【００１６】
　請求項６に記載の構成は、電圧の温度勾配が異なる第一及び第二の電源のうち、前記第
二の電源からの電力の供給を選択的に停止する電力供給制御手段と、前記電力供給制御手
段により選択的に電力の供給が停止されていない電源から供給された電力に応じて予め定
めた温度勾配の出力電圧を出力する温度勾配調整手段とを備え、前記温度勾配調整手段は
、前記第一の電源による電圧が第一の入力端子が接続された演算増幅器と、一方が前記演
算増幅器の第二の入力端子に接続された第一の抵抗と、一方が前記演算増幅器の第二の入
力端子に接続され、他方が前記演算増幅器の出力端子に接続された第二の抵抗とを備えて
構成され、前記第一または第二の抵抗の抵抗値によって、前記演算増幅器の出力端子の電
圧の温度勾配が調整され、前記電力供給制御手段は、前記第一の抵抗の他方を、前記第二
の電源による電圧に選択的に接続するスイッチ回路であり、前記第一及び第二の電源によ
る電圧は、所定の温度において前記演算増幅器の出力端子の電圧と同一電圧となるように
設定されたことを特徴としている。
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【００１７】
　請求項６に記載の構成は、電圧の温度勾配が異なる第一及び第二の電源のうち、前記第
二の電源からの電力の供給を選択的に停止する電力供給制御手段と、前記電力供給制御手
段により選択的に電力の供給が停止されていない電源から供給された電力に応じて予め定
めた温度勾配の出力電圧を出力する温度勾配調整手段とを備え、前記温度勾配調整手段は
、演算増幅器と、一方が前記第一の電源による電圧に接続され、他方が前記演算増幅器の
第一の入力端子に接続された第一の抵抗と、一方が前記演算増幅器の第一の入力端子に接
続された第二の抵抗とを備えて構成され、前記演算増幅器の出力端子は、前記演算増幅器
の第二の入力端子に接続され、前記第一または第二の抵抗の抵抗値によって、前記第一及
び第二の抵抗の接続部の電圧の温度勾配が調整され、前記電力供給制御手段は、前記第二
の抵抗の他方を前記第二の電源による電圧または固定電圧を選択的に接続するスイッチ回
路であり、前記第一及び第二の電源による電圧は、所定の温度において前記演算増幅器の
出力端子の電圧と同一電圧となるように設定されたことを特徴としている。
【００１９】
【発明の実施の形態】
以下、適宜図面を参照しながら本発明の実施形態について説明する。
【００２０】
（１）　実施形態
（１－１）液晶表示装置の構成
図１は、本発明の実施形態に係る液晶表示装置の概要構成ブロック図である。
この液晶表示装置１は、各種画像を表示する液晶表示パネル２と、液晶表示パネル２を駆
動する液晶駆動回路３と、液晶駆動回路３に液晶表示パネル駆動用の駆動電圧Ｖｚを供給
する電源供給回路４と、外部（ＣＰＵなど）からの表示データ及び各種制御用の制御デー
タに基づいて液晶駆動回路３及び電源供給回路４を制御する駆動制御回路５とを備えて構
成される。
ここで、液晶駆動回路３は、液晶表示パネル２の走査電極（コモン電極）を駆動する走査
側駆動回路６と、液晶表示パネル２の信号電極（セグメント電極）を駆動する信号側駆動
回路７とを備えて構成される。
【００２１】
また、この液晶表示装置１は、液晶表示パネル２の全画素を用いて画面全体に画像を表示
する全画面表示モードと、液晶表示パネル２の全ての走査電極のうち、一部の走査電極の
画素を選択して残りの走査電極の画素を非選択にし、選択した走査電極の画素を用いて画
面の一部のみに画像を表示する部分表示モードとに動作モードを切り替えることができる
ようになっている。
すなわち、液晶表示装置１は、図２に示すように、例えば、画素数が１００×９６ドット
（走査電極方向ドット数×信号電極方向ドット数）の液晶表示パネル２において、全画面
表示モードの場合は、図２（ａ）に示すように、１００×９６ドットの全画素を用いて画
像を表示する。これに対して、部分表示モードの場合は、４８×９６ドットの画素を用い
て画像を表示する。この場合、図２（ｂ）に示すように、４８×９６ドットの表示領域は
、１２×９６ドットの表示領域と、３６×９６ドットの表示領域などのように全表示領域
のうち複数の表示領域に表示することも可能である。
これにより、液晶表示装置１は、部分表示モードの場合は、全画面表示モードの場合に比
して液晶表示パネル２の駆動面積を小さくする分、消費電力を低減できるようになってい
る。
この液晶表示装置１は、電源供給回路４が異なる点と、駆動制御回路５が動作モードに応
じて電源供給回路４の後述するスイッチ回路を制御する点を除いて従来の液晶表示装置と
ほぼ同様であるため、以下、電源供給回路４について説明する。
【００２２】
（１－２）　電源供給回路の概略構成
図３は、電源供給回路４の概略構成ブロック図である。
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電源供給回路４は、第一の電源電圧Ｖｘ（Ｖｘは０℃における電圧）と第二の電源電圧Ｖ
ｙ（Ｖｙは０℃における電圧）を加算して、第一の電源電圧ＶｘをＡ倍、第二の電源電圧
ＶｙをＢ倍に調整した出力電圧Ｖｚ１を出力する加算回路８（温度勾配調整手段）と、第
一の電源電圧Ｖｘまたは第二の電源電圧Ｖｙのいずれか一方の供給を停止して加算回路２
の出力電圧を出力電圧Ｖｚ２に切り替えるスイッチ回路９（電力供給制御手段）とを備え
て構成される。
このスイッチ回路９は、駆動制御回路５からの制御信号に基づき制御され、液晶表示装置
１が全画面表示モードの場合には出力電圧Ｖｚ１を駆動電圧Ｖｚとして出力させ、部分表
示モードの場合には出力電圧Ｖｚ２を駆動電圧Ｖｚとして出力させるものである。
なお、図３においては、スイッチ回路９は、加算回路８の外部にある場合を示しているが
、加算回路８の内部にあってもよい。
【００２３】
ここで、第一の電源電圧Ｖｘの温度勾配をａとし、第二の電源電圧Ｖｙの温度勾配をｂと
し、出力電圧Ｖｚ１の温度勾配をｃとすると、ｔ℃における加算回路８の出力電圧Ｖｚ１
は、以下の式（１）及び式（２）で表される。
【００２４】
　（１＋ｃ×ｔ）×Ｖｚ１＝（１＋ａ×ｔ）×Ａ×Ｖｘ＋（１＋ｂ×ｔ）×Ｂ×Ｖｙ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……（１）
　　　　　　　　　　　　＝（１＋ ×ｔ）×（Ａ×Ｖｘ＋Ｂ×Ｖｙ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……（２）
【００２５】
次に、式（２）の左辺と右辺を比較することにより、出力電圧Ｖｚ１は式（３）、温度勾
配ｃは式（４）で表すことができる。
【００２６】
Ｖｚ１＝Ａ×Ｖｘ＋Ｂ×Ｖｙ……（３）
ｃ　＝ (Ａ×Ｖｘ×ａ＋Ｂ×Ｖｙ×ｂ )／ (Ａ×Ｖｘ＋Ｂ×Ｖｙ )……（４）
【００２７】
従って、式（４）より、加算回路８は、変数Ａ及びＢ、電源電圧Ｖｘ及びＶｙを調整する
ことによって出力電圧Ｖｚ１及びその温度勾配ｃを所望の値に制御することができること
がわかる。
【００２８】
　そして、この加算回路８は、液晶表示装置１が全画面表示モードの場合には、液晶表示
素子の温度特性を補償して液晶表示パネル２の表示品質が一定になるような出力電圧Ｖｚ
１を出力するように各変数及び電源電圧が調整される。
　すなわち、図４に示すように、加算回路８は、液晶表示パネル２の表示画素と非表示画
素の明るさ、すなわち、液晶表示素子の光透過率を１０［％］と９０［％］に維持できる
駆動電圧が曲線Ｌ on、Ｌ offに示すような温度特性を有する場合は、表示画素と非表示画
素に印可される電圧の実効値Ｖ on、Ｖ offが曲線Ｌ on、Ｌ offとほぼ一致する温度勾配ｃの
出力電圧Ｖｚ１を出力するように各変数及び電源電圧が調整されるようになっている。
　これにより、電源供給回路 は、液晶表示装置１が全画面表示モードの場合には、スイ
ッチ回路９により出力電圧Ｖｚ１を駆動電圧Ｖｚとして選択出力することにより、温度が
変化しても表示画素及び非表示画素の明るさを一定に維持でき、液晶表示パネル２の表示
品質を一定に維持できるようになっている。
【００２９】
ところで、表示画素と非表示画素に印可される電圧の実効値Ｖ on、Ｖ offは、液晶表示パ
ネル２の走査線数、つまり、駆動する走査電極数によって変化する。
すなわち、仮に、液晶表示装置１が部分表示モードの場合でも、全画面表示モードの場合
と同様に、出力電圧Ｖｚ１が駆動電圧Ｖｚとして液晶駆動回路３に供給されると、図５に
示すように、電圧の実効値Ｖ on、Ｖ offは、図４に示した全画面表示モードの場合に比較
して表示画素と非表示画素の駆動電圧の温度特性を示す曲線Ｌ on、Ｌ offよりもそれぞれ
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高い電圧値と低い電圧値に大きく変化する。
【００３０】
一方、図１９に示すように、液晶表示素子の光透過率は、印可電圧である実効値Ｖ onが光
透過率１０［％］の時の駆動電圧（図１９に示す１．５［Ｖ］近傍）より高くてもほとん
ど変化しない。
また、液晶表示素子の光透過率は、印可電圧である実効値Ｖ offが光透過率９０［％］の
時の駆動電圧（図１９に示す１．２［Ｖ］近傍）より低くてもあまり変化しないことが判
る。
これにより、表示画素に印可される電圧の実効値Ｖ onは、光透過率１０［％］の時の駆動
電圧より高ければ光透過率を実質的に同一に維持でき、非表示画素に印可される電圧の実
効値Ｖ offは、光透過率９０［％］の時の駆動電圧より低ければ光透過率を実質的に同一
に維持できることが判る。
従って、液晶表示装置１においては、部分表示モードの場合は、全画面表示モードの場合
に比較して、表示画素に印可される電圧の実効値Ｖ onが高い電圧値に変化すると共に、非
表示画素に印可される電圧の実効値Ｖ offが低い電圧値に変化することから、電圧の実効
値Ｖ on、Ｖ offの電圧勾配が図５に示すような曲線Ｌ on、Ｌ offの温度勾配と一致しなくて
も、全温度範囲で電圧の実効値Ｖ on、Ｖ offの電圧間に曲線Ｌ on、Ｌ offを含む温度勾配の
範囲内にあれば、すなわち、表示品質を一定に維持できることが判る。
【００３１】
そこで、本実施形態に係る電源供給回路４は、第一の電源電圧Ｖｘとして部分表示モード
の場合に予め定めた広い温度範囲内で電圧の実効値Ｖ on、Ｖ offの電圧間に曲線Ｌ on、Ｌ o
ffを含む温度勾配の電圧を予め選択しておき、上述したように、液晶表示装置１が部分表
示モードの場合には、スイッチ回路９により第二の電源電圧Ｖｙの供給を停止して出力電
圧Ｖｚ２を駆動電圧Ｖｚとして選択出力することにより、液晶表示パネル２の表示品質が
一定になるように温度補償できるようにしている。
これにより、電源供給回路４は、部分表示モードの場合は、第二の電源電圧Ｖｙを使用し
ない分だけ加算回路８の消費電流を低減でき、回路全体の消費電力を低減できるようにな
っている。
【００３２】
次に、この電源供給回路４について、より具体的な実施形態を以下に説明する。
（１－２－１）　電源供給回路４の第１実施形態
図６は、電源供給回路４の第１実施形態を示す回路図である。
この電源供給回路４は、定電圧源（第一の電源電圧）１７が第一の入力端子（＋）にそれ
ぞれ接続されたオペアンプ１０、１１と、一方が定電圧源（第二の電源電圧）１６に接続
され、他方がオペアンプ１０の第二の入力端子（－）に接続された入力抵抗１２と、一方
がオペアンプ１０の第二の入力端子（－）に接続され、他方がオペアンプ１０の出力端子
１８に接続されたフィードバック抵抗１３と、一方がオペアンプ１１の第二の入力端子（
－）に接続された入力抵抗１４と、一方がオペアンプ１１の第二の入力端子（－）に接続
され、他方がオペアンプ１１の出力端子１９に接続されたフィードバック抵抗１５と、入
力抵抗１４の他方をオペアンプ１０の出力端子１８または固定電圧（ＧＮＤ）に選択的に
接続するスイッチ回路９とを備えて構成される。
【００３３】
このスイッチ回路９は、全画面表示モードの場合には入力抵抗１４の他方をオペアンプ１
１の出力端子１９に接続することにより、電源供給回路４に定電圧源１７と定電圧源１６
の両方を使って出力電圧Ｖｚ１を出力させるようになっている。
これに対して、このスイッチ回路９は、部分表示モードの場合には入力抵抗１４の他方を
固定電圧（ＧＮＤ）に接続することにより、図７に示すように、定電圧源１６の供給を停
止して電源供給回路４に定電圧源１７だけを使って出力電圧Ｖｚ２を出力させるようにな
っている。なお、図７においては、電源供給回路４の出力電圧Ｖｚ２に影響がない部分（
スイッチ回路９、定電圧源１６など）を省略して示す。
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【００３４】
次に、全画面表示モードの場合の電源供給回路４について以下説明する。
この定電圧源１６、１７は、例えば、ＭＯＳトランジスタなどの温度特性を有する素子で
構成された回路の出力であり、定電圧源１６、１７の電圧の温度勾配は、その回路を構成
するＭＯＳトランジスタなどを形成するプロセス特性に依存する。
ここで、定電圧源１６の０℃における電圧をＶ１６、電圧の温度勾配をａ１６とし、定電
圧源１７の０℃における電圧をＶ１７、電圧の温度勾配をａ１７とし、出力端子１９の０
℃における電圧をＶ１９、電圧の温度勾配をａ１９とし、抵抗１２～１５の抵抗値をそれ
ぞれＲ１２～Ｒ１５とすると、ｔ℃における電圧Ｖ１９（＝Ｖｚ１）は、以下の式（５）
で表される。
【００３５】
(１＋ａ１９×ｔ )×Ｖ１９＝ (１－Ａ２ )× (１＋ａ１７×ｔ )×Ｖ１７＋Ａ２×　　　　　
　　　　　　　　　 (１＋ａ１６×ｔ )×Ｖ１６……（５）
ここで、Ａ２＝ (Ｒ１５／Ｒ１４ )× (Ｒ１３／Ｒ１２ ) ……（６）
【００３６】
次に、式（５）の右辺を左辺と同じ形式に変形すると、式（７）で表すことができる。
【００３７】
(１＋ａ１９×ｔ )×Ｖ１９＝ (１＋ (Ｂ２／Ｃ２ )×ｔ )×Ｃ２……（７）
ここで、Ｂ２＝ａ１７× (１－Ａ２ )×Ｖ１７＋ａ１６×Ａ２×Ｖ１６
Ｃ２＝ (１－Ａ２ )×Ｖ１７＋Ａ２×Ｖ１６
【００３８】
次に、式（６）の左辺と右辺を比較することにより、電圧Ｖ１９は式（８）、温度勾配ａ
１９は式（９）で表すことができる。
【００３９】
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４０】
式（９）、（１０）、（１１）よりＡ２を電圧Ｖ１６、Ｖ１７、Ｖ１９と温度勾配ａ１６
、ａ１７、ａ１９で表すと、式（１２）で表される。
【００４１】
　
　
　
【００４２】
式（６）より抵抗値で構成されるＡ２は正数であるから、Ａ２＞０になるように電圧Ｖ１
６～Ｖ１９、温度勾配ａ１６～ａ１９を設定しなければならない。
従って、温度勾配ａ１６＝－０．０５５［％］、ａ１７＝－０．２［％］の時に電圧Ｖ１
９＝１．２［Ｖ］、温度勾配ａ１９＝－０．１［％］に調整する場合の抵抗値Ｒ１２～Ｒ
１４、電圧Ｖ１６、Ｖ１７の設定例について説明する。
式（９）～式（１２）に電圧Ｖ１９、温度勾配ａ１６～ａ１９の値を代入する事により以
下の式（１３）、（１４）を得ることができる。
【００４３】
Ｖ１７× (１－Ａ２ )＝５４／１４５　　　　　……（１３）
Ｖ１６×Ａ２＝２４／２９　　　　　　　　　……（１４）
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【００４４】
ここで、電圧Ｖ１７＝１．５［Ｖ］とすると、電圧Ｖ１６＝１．１［Ｖ］と算出され、こ
の設定にすることにより、加算回路８の出力電圧Ｖ１９＝１．２［Ｖ］に調整することが
できる。
なお、電圧Ｖ１６≠１．１［Ｖ］の場合は、例えば図８に示す電圧調整回路を用いて１．
１［Ｖ］になるように調整する。図８に示す電圧調整回路は、出力端子の電圧Ｖ２５＝ (
１＋Ｒ２１／Ｒ２２ )×Ｖ２４で表され、例えば、電圧Ｖ１６＝１．０［Ｖ］の場合は、
Ｒ２１＝１００［ｋΩ］、Ｒ２２＝１０００［ｋΩ］にすれば、出力電圧Ｖ２５＝１．０
［Ｖ］にすることができる。なお、電圧調整回路は、図８の構成に限らず、様々な回路を
適用してもよいことは言うまでもない。
【００４５】
次に、式（１３）または式（１４）よりＡ２＝１０９／１４５が求まり、式（６）に代入
して、抵抗値の比を式（１５）のように表すことができる。
【００４６】
(Ｒ１５／Ｒ１４ )× (Ｒ１３／Ｒ１２ )＝１０９／１４５……（１５）
【００４７】
そして、例えば、Ｒ１２＝１４５［ｋΩ］、Ｒ１３＝１０９［ｋΩ］、Ｒ１４＝１００［
ｋΩ］、Ｒ１５＝１００［ｋΩ］に設定することにより、温度勾配ａ１９＝－０．１［％
］に調整することができる。
これにより、この加算回路８は、出力電圧Ｖ１９＝１．２［Ｖ］、温度勾配ａ１９＝－０
．１［％］に調整することができる。
【００４８】
これに対して、部分表示モードの場合の電源供給回路４は、図７に示したように定電圧源
１７だけを使って出力電圧Ｖｚ２を出力するため、出力電圧Ｖｚ２の温度勾配は定電圧源
１７の温度勾配と同一に調整されるようになっている。なお、ｔ℃における電圧Ｖ１９（
＝Ｖｚ２）及び温度勾配ａ１９は、以下のように算出される。
【００４９】
(１＋ａ１９×ｔ )×Ｖ１９＝ (１＋Ｒ１５／Ｒ１４ )×Ｖ１７×　　　　　　　　　　　　
　　 (１＋ａ１７×ｔ )
従って、Ｖ１９＝ (１＋Ｒ１５／Ｒ１４ )×Ｖ１７
ａ１９＝ａ１７
【００５０】
（１－２－２）　電源供給回路の第２実施形態
図９は、電源供給回路４の第２実施形態を示す回路図である。
この電源供給回路４は、第一の入力端子（＋）に固定電圧（ＧＮＤ）がそれぞれ接続され
たオペアンプ３０、３１と、一方が定電圧源（第一の電源電圧）３７に接続され、他方が
オペアンプ３０の第二の入力端子（－）に接続された入力抵抗３２と、一方が定電圧源３
８（第二の電源電圧）に接続され、他方がオペアンプ３０の第二の入力端子（－）に接続
された入力抵抗３３と、一方がオペアンプ３０の第二の入力端子（－）に接続され、他方
がオペアンプ３０の出力端子３９に接続されたフィードバック抵抗３４と、一方がオペア
ンプ３１の第二の入力端子（－）に接続された入力抵抗３５と、一方がオペアンプ３１の
第二の入力端子（－）に接続され、他方がオペアンプ３１の出力端子４０に接続されたフ
ィードバック抵抗３６と、入力抵抗３５の他方をオペアンプ３０の出力端子３９または定
電圧源３７に選択的に接続するスイッチ回路９とを備えて構成される。
【００５１】
　このスイッチ回路９は、全画面表示モードの場合には入力抵抗３５の他方をオペアンプ
３０の出力端子３９に接続して出力電圧Ｖｚ１を出力させるのに対し、部分表示モードの
場合には入力抵抗３５の他方を定電圧源３７に接続することにより、図１０に示すように
、定電圧源 からの電力の供給を停止して電源供給回路４に定電圧源３７だけを使って
出力電圧Ｖｚ２を出力させるようになっている。なお、図１０においては、電源供給回路
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４の出力電圧Ｖｚ２に影響がない部分（スイッチ回路９、定電圧源 など）を省略して
示す。
【００５２】
次に、全画面表示モードの場合の電源供給回路４において、定電圧源３７の０℃における
電圧をＶ３７、電圧の温度勾配をａ３７とし、定電圧源３８の０℃における電圧をＶ３８
、電圧の温度勾配をａ３８とし、出力端子４０の０℃における電圧をＶ４０、電圧の温度
勾配をａ４０とし、抵抗３２～３６の抵抗値をそれぞれＲ３２～Ｒ３６とすると、ｔ℃に
おける出力電圧Ｖ４０（＝Ｖｚ１）は、以下の式（１６）で表される。
【００５３】
(１＋ａ４０×ｔ )×Ｖ４０＝Ａ３× (１＋ａ３７×ｔ )×Ｖ３７＋Ｂ３×　　　　　　　　
　　　　　　 (１＋ａ３８×ｔ )×Ｖ３８……（１６）
ここで、Ａ３＝Ｒ３４×Ｒ３６／ (Ｒ３５／Ｒ３２ )……（１７）
Ｂ３＝Ｒ３４×Ｒ３６／ (Ｒ３５／Ｒ３３ )……（１８）
【００５４】
次に、式（１６）の右辺を左辺と同じ形式に変形すると、式（１９）で表すことができる
。
【００５５】
(１＋ａ４０×ｔ )×Ｖ４０＝ (１＋ ((Ａ３×Ｖ３７×ａ３７＋Ｂ３×Ｖ３８×ａ３８ )／Ｃ
３ )×ｔ )×Ｃ３……（１９）
ここで、Ｃ３＝Ａ３×Ｖ３７＋Ｂ３×Ｖ３８
【００５６】
次に、式（１９）の左辺と右辺を比較することにより、電圧Ｖ４０は式（２０）、温度勾
配ａ１９は式（２１）で表すことができる。
【００５７】
Ｖ４０＝Ｃ３＝Ａ３×Ｖ３７＋Ｂ３×Ｖ３８……（２０）
ａ４０＝ (Ａ３×Ｖ３７／Ｃ３ )×ａ３７＋ (Ｂ３×Ｖ３８／Ｃ３ )×ａ３８……（２１）
【００５８】
式（２０）、（２１）よりＡ３、Ｂ３を電圧Ｖ３７、Ｖ３８、Ｖ４０と温度勾配ａ３７、
ａ３８、ａ４０で表すと、Ａ３は式（２２）で表され、Ｂ３は式（２３）で表される。
【００５９】
Ａ３＝ ((ａ４０－ａ３８ )×Ｖ４０ )／ ((ａ３７－ａ３８ )×Ｖ３７ )……（２２）
Ｂ３＝ ((ａ３７－ａ４０ )×Ｖ４０ )／ ((ａ３７－ａ３８ )×Ｖ３７ )……（２３）
【００６０】
式（１７）、式（１８）より抵抗値で構成されるＡ３、Ｂ３は正数であるから、Ａ３、Ｂ
３＞０になるように電圧Ｖ３７～Ｖ４０、温度勾配ａ３７～ａ４０を設定しなければなら
ない。
従って、電圧Ｖ３７＝１．１［Ｖ］、温度勾配ａ３７＝－０．０５５［％］、電圧Ｖ３８
＝１．１［Ｖ］、温度勾配ａ３８＝－０．２［％］の時に電圧Ｖ４０＝１．２［Ｖ］、温
度勾配ａ４０＝－０．１［％］に調整する場合の抵抗値Ｒ３２～Ｒ３６の設定例について
説明する。なお、電圧Ｖ３７、Ｖ３８の値は第１実施例に示した電圧調整回路などにより
調整してもよい。
式（２２）、（２３）に電圧Ｖ３７～Ｖ４０、温度勾配ａ３７～ａ４０の値を代入する事
により以下の式（２４）、（２５）を得ることができる。
【００６１】
Ｒ３４×Ｒ３６／ (Ｒ３５／Ｒ３２ ) ＝２４０／３１９……（２４）
Ｒ３４×Ｒ３６／ (Ｒ３５／Ｒ３３ ) ＝　３６／１４５……（２５）
【００６２】
従って、例えば、Ｒ３２＝１３３［ｋΩ］、Ｒ３３＝４０３［ｋΩ］、Ｒ３４＝１００［
ｋΩ］、Ｒ３５＝１００［ｋΩ］、Ｒ３６＝１００［ｋΩ］と設定することにより、この
加算回路８は、出力電圧Ｖ４０＝１．２［Ｖ］、温度勾配ａ４０＝－０．１［％］に調整
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することができる。
【００６３】
これに対して、部分表示モードの場合の電源供給回路４は、図１０に示したように定電圧
源３７だけを使って出力電圧Ｖｚ２を出力するため、出力電圧Ｖｚ２の温度勾配は定電圧
源３７の温度勾配と同一に調整されるようになっている。なお、ｔ℃における電圧Ｖ４０
（＝Ｖｚ２）及び温度勾配ａ４０は、以下のように算出される。
【００６４】
(１＋ａ４０×ｔ )×Ｖ４０＝ (Ｒ３６／Ｒ３５ )×Ｖ３７× (１＋ａ３７×ｔ )
従って、Ｖ４０＝Ｒ３６／Ｒ３５×Ｖ１
ａ４０＝ａ３７
【００６５】
（１－２－３）　電源供給回路の第３実施形態
図１１は、電源供給回路４の第３実施形態を示す回路図である。
この電源供給回路４は、第一の入力端子（＋）に固定電圧（ＧＮＤ）が接続されたオペア
ンプ４１と、第一の入力端子（＋）に定電圧源（第一の電源電圧）４８が接続されたオペ
アンプ４２と、一方が定電圧源（第二の電源電圧）４７に接続され、他方がオペアンプ４
１の第二の入力端子（－）に接続された入力抵抗４３と、一方がオペアンプ４３の第二の
入力端子（－）に接続され、他方がオペアンプ４３の出力端子４９に接続されたフィード
バック抵抗４４と、一方がオペアンプ４２の第二の入力端子（－）に接続された入力抵抗
４５と、一方がオペアンプ４２の第二の入力端子（－）に接続され、他方がオペアンプ４
２の出力端子５０に接続されたフィードバック抵抗４６と、入力抵抗４５の他方をオペア
ンプ４１の出力端子４９または固定電圧（ＧＮＤ）に選択的に接続するスイッチ回路９と
を備えて構成される。
【００６６】
このスイッチ回路９は、全画面表示モードの場合には入力抵抗４５の他方をオペアンプ４
１の出力端子４９に接続して出力電圧Ｖｚ１を出力させるのに対し、部分表示モードの場
合には入力抵抗４５の他方を固定電圧（ＧＮＤ）に接続することにより、図１２に示すよ
うに、定電圧源４７からの電力の供給を停止して電源供給回路４に定電圧源４８だけを使
って出力電圧Ｖｚ２を出力させるようになっている。なお、図１２においては、電源供給
回路４の出力電圧Ｖｚ２に影響がない部分（スイッチ回路９、定電圧源４７など）を省略
して示す。
【００６７】
次に、全画面表示モードの場合の電源供給回路４において、定電圧源４７の０℃における
電圧をＶ４７、電圧の温度勾配をａ４７とし、定電圧源４８の０℃における電圧をＶ４８
、電圧の温度勾配をａ４８とし、出力端子５０の０℃における電圧をＶ５０、電圧の温度
勾配をａ５０とし、抵抗４３～４６の抵抗値をそれぞれＲ４３～Ｒ４６とすると、ｔ℃に
おける出力電位Ｖ５０（＝Ｖｚ１）は、以下の式（２６）で表される。
【００６８】
(１＋ａ５０×ｔ )×Ｖ５０＝ (１＋Ａ４ )×Ｖ４８＋Ａ４×Ｂ４×Ｖ４７……（２６）
ここで、Ａ４＝Ｒ４６／Ｒ４５……（２７）
Ｂ４＝Ｒ４４×Ｒ４３……（２８）
【００６９】
次に、式（２６）の右辺を左辺と同じ形式に変形すると、式（２９）で表すことができる
。
【００７０】
(１＋ａ５０×ｔ )×Ｖ５０＝ (１＋ ((Ｃ４×ａ４８＋Ｄ４×ａ４７ )／　　　　　　　　　
　　　　　 (Ｃ４＋Ｄ４ ))×ｔ )× (Ｃ４＋Ｄ４ ) ……（２９）
ここで、Ｃ４＝ (１＋Ａ４ )×Ｖ４８……（３０）
Ｄ４＝Ａ４×Ｂ４×Ｖ４７……（３１）
【００７１】
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次に、式（２９）の左辺と右辺を比較することにより、電圧Ｖ５０は式（３２）、温度勾
配ａ５０は式（３３）で表すことができる。
【００７２】
Ｖ５０＝Ｃ４＋Ｄ４……（３２）
ａ５０＝ (Ｃ４×ａ４８＋Ｄ４×ａ４７ )／ (Ｃ４＋Ｄ４ )……（３３）
【００７３】
式（３０）～（３５）よりＡ４、Ｂ４を電圧Ｖ４７～Ｖ５０と温度勾配ａ４７～ａ５０で
表すと、Ａ４は式（３４）で表され、Ｂ４は式（３５）で表される。
【００７４】
Ａ４＝ (ａ４７－ａ５０ )×Ｖ５０／ ((ａ４７－ａ４８ )×Ｖ４８ )－１……（３４）
Ｂ４＝Ｖ５０×Ｖ４８× (ａ５０－ａ４８ )／ (Ｖ４７× ((ａ４７－ａ５０ )×Ｖ５０－ (ａ
４７－ａ４８ )×Ｖ４８ ))　　　　……（３５）
【００７５】
式（２７）、式（２８）より抵抗値で構成されるＡ４、Ｂ４は正数であるから、Ａ４、Ｂ
４＞０になるように電圧Ｖ４７～Ｖ５０、温度勾配ａ４７～ａ５０を設定しなければなら
ない。
従って、電圧Ｖ４７＝１．５［Ｖ］、温度勾配ａ４７＝－０．２［％］、電圧Ｖ４８＝１
．１［Ｖ］、温度勾配ａ４８＝－０．０５５［％］の時に電圧Ｖ５０＝２．０［Ｖ］、温
度勾配ａ５０＝－０．１［％］に調整する場合の抵抗値Ｒ４３～Ｒ４６の設定例について
説明する。なお、電圧Ｖ４７、Ｖ４８は第１実施例に示した電圧調整回路などにより調整
してもよい。
式（３４）、（３５）に電圧Ｖ４７～Ｖ５０、温度勾配ａ４７～ａ５０の値を代入するこ
とにより、Ａ４＝８１／３１９、Ｂ４＝４４／２７となり、式（２７）、（２８）より以
下の式（３６）、（３７）を得ることができる。
【００７６】
Ｒ４６／Ｒ４５＝８１／３１９　……（３６）
Ｒ４４×Ｒ４３＝４４／２７　　……（３７）
【００７７】
従って、例えば、Ｒ４３＝２７０［ｋΩ］、Ｒ４４＝４４０［ｋΩ］、Ｒ４５＝３１９［
ｋΩ］、Ｒ４６＝８１［ｋΩ］と設定することにより、この加算回路８は、出力電圧Ｖ５
０＝２．０［Ｖ］、温度勾配ａ５０＝－０．１［％］に調整することができる。
【００７８】
これに対して、部分表示モードの場合の電源供給回路４は、図１２に示したように定電圧
源４８だけを使って出力電圧Ｖｚ２を出力するため、出力電圧Ｖｚ２の温度勾配は定電圧
源４８の温度勾配と同一に調整されるようになっている。なお、ｔ℃における電圧Ｖ５０
（＝Ｖｚ２）及び温度勾配ａ５０は、以下のように算出される。
【００７９】
(１＋ａ５０×ｔ )×Ｖ５０＝ (１＋Ｒ４６／Ｒ４５ )×Ｖ４８×　　　　　　　　　　　　
　　 (１＋ａ４８×ｔ )
従って、Ｖ５０＝ (１＋Ｒ４６／Ｒ４５ )×Ｖ４８
ａ５０＝ａ４８
【００８０】
（１－２－４）　電源供給回路の第４実施形態
図１３は、電源供給回路４の第４実施形態を示す回路図である。
この電源供給回路４は、一方が定電圧源５６（第一の電源電圧）に接続され、他方がオペ
アンプ５１の第二の入力端子（－）に接続された入力抵抗５２と、一方が定電圧源５７（
第二の電源電圧）に接続され、他方がオペアンプ５１の第二の入力端子（－）に接続され
た入力抵抗５３と、一方が固定電圧（ＧＮＤ）に接続され、他方がオペアンプ５１の第一
の入力端子（＋）に接続された入力抵抗５４と、一方がオペアンプ５１の第一の入力端子
（＋）に接続され、他方がオペアンプ５１の出力端子５８に接続されたフィードバック抵
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抗５５とを備えて構成される。
また、定電圧源５６、５７には、第１実施例に示した電圧調整回路が適用されると共に、
定電圧源５７のオペアンプ２０の出力端子を選択的に入力抵抗５３から切り離すスイッチ
回路９が配置される。
【００８１】
このスイッチ回路９は、全画面表示モードの場合には定電圧源５７に対応するオペアンプ
２０の出力端子を入力抵抗５３に接続して定電圧源５７からの電力を電源供給回路４に入
力させて出力電圧Ｖｚ１を出力させるのに対し、部分表示モードの場合には定電圧源５７
に対応するオペアンプ２０の出力端子を入力抵抗５３から切り離すことにより、図１４に
示すように、定電圧源５７からの電力の供給を停止して出力電圧Ｖｚ２を出力させるよう
になっている。なお、図１４においては、電源供給回路４の出力電圧Ｖｚ２に影響がない
部分（スイッチ回路９、オペアンプ２０など）を省略して示す。
【００８２】
次に、全画面表示モードの場合の電源供給回路４において、定電圧源５６の０℃における
電圧をＶ５６、電圧の温度勾配をａ５６とし、定電圧源５７の０℃における電圧をＶ５７
、電圧の温度勾配をａ５７とし、出力端子５８の０℃における電圧をＶ５８、電圧の温度
勾配をａ５８とし、抵抗５２～５５の抵抗値をそれぞれＲ５２～Ｒ５５とすると、ｔ℃に
おける出力電圧Ｖ５８（＝Ｖｚ１）は、以下の式（３８）で表される。
【００８３】
(１＋ａ５８×ｔ )×Ｖ５８＝Ａ５× (Ｂ５×Ｖ５６× (１＋ａ５６×ｔ )＋Ｃ５×Ｖ５７× (
１＋ａ５７×ｔ ))……（３８）
ここで、Ａ５＝１＋Ｒ５５／Ｒ５４……（３９）
Ｂ５＝Ｒ５３／ (Ｒ５２＋Ｒ５３ )……（４０）
Ｃ５＝Ｒ５２／ (Ｒ５２＋Ｒ５３ )……（４１）
【００８４】
次に、式（３８）の右辺を左辺と同じ形式に変形すると、式（４２）で表すことができる
。
【００８５】
(１＋ａ５８×ｔ )×Ｖ５８＝ (１＋ ((Ｅ５＋Ｆ５ )／Ｄ５ )×ｔ )×Ｄ５……（４２）
ここで、Ｄ５＝Ａ５×Ｂ５×Ｖ５６＋Ａ５×Ｃ５×Ｖ５７……（４３）
Ｅ５＝Ａ５×Ｂ５×Ｖ５６×ａ５６……（４４）
Ｆ５＝Ａ５×Ｃ５×Ｖ５７×ａ５７……（４５）
【００８６】
次に、式（４２）の左辺と右辺を比較することにより、電圧Ｖ５８は式（４６）、温度勾
配ａ５８は式（４７）で表すことができる。
【００８７】
Ｖ５８＝Ｄ５＝Ａ５×Ｂ５×Ｖ５６＋Ａ５×Ｃ５×Ｖ５７……（４６）
ａ５８＝ (Ｅ５＋Ｆ５ )／Ｄ５……（４７）
【００８８】
式（４３）～（４７）よりＡ５、Ｂ５、Ｃ５を電圧Ｖ５６～Ｖ５８と温度勾配ａ５６～ａ
５８で表すと、Ａ５は式（４８）で表され、Ｂ５は式（４９）で表され、Ｃ５は式（５０
）で表される。
【００８９】
Ａ５＝Ｖ５８／ (Ｂ５×Ｖ５６＋Ｃ５×Ｖ５７ )……（４８）
Ｂ５＝Ｖ５７× (ａ５８－ａ５７ )／ (Ｖ５６× (ａ５６－ａ５８ )＋Ｖ５７× (ａ５８－ａ５
７ ))　　　　　　　　　　　　……（４９）
Ｃ５＝Ｖ５６× (ａ５６－ａ５８ )／ (Ｖ５６× (ａ５６－ａ５８ )＋Ｖ５７× (ａ５８－ａ５
７ ))　　　　　　　　　　　　……（５０）
【００９０】
式（３８）～式（４０）より抵抗値で構成されるＡ５、Ｂ５、Ｃ５は、それぞれＡ５＞１
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、０＜Ｂ５＜１，０＜Ｃ５＜１になるように電圧Ｖ５６～Ｖ５８、温度勾配ａ５６～ａ５
８を設定しなければならない。
従って、電圧Ｖ５６＝１．１［Ｖ］、温度勾配ａ５６＝－０．０５５［％］、電圧Ｖ５７
＝１．２［Ｖ］、温度勾配ａ５７＝－０．１［％］の時に電圧Ｖ５８＝１．５［Ｖ］、温
度勾配ａ５８＝－０．１［％］に調整する場合の抵抗値Ｒ５２～Ｒ５５の設定例について
説明する。
式（４８）～式（５０）に電圧Ｖ５６～Ｖ５８、温度勾配ａ５６～ａ５８の値を代入する
ことにより、Ａ４＝１６９５／１２７６、Ｂ５＝８０／１１３、Ｃ５＝３３／１１３とな
り、式（３９）～（４１）より以下の式（５１）～式（５３）を得ることができる。
【００９１】
１＋Ｒ５５／Ｒ５４＝１６９５／１２７６……（５１）
Ｒ５３／ (Ｒ５２＋Ｒ５３ )＝８０／１１３……（５２）
Ｒ５２／ (Ｒ５２＋Ｒ５３ )＝３３／１１３……（５３）
【００９２】
従って、例えば、Ｒ５２＝３３０［ｋΩ］、Ｒ５３＝８００［ｋΩ］、Ｒ５４＝１２７６
［ｋΩ］、Ｒ５５＝４１９［ｋΩ］と設定することにより、この加算回路８は、出力電圧
Ｖ５８＝１．５［Ｖ］、温度勾配ａ５８＝－０．１［％］に調整することができる。
【００９３】
これに対して、部分表示モードの場合の電源供給回路４は、図１４に示したように定電圧
源５６だけを使って出力電圧Ｖｚ２を出力するため、出力電圧Ｖｚ２の温度勾配は定電圧
源５６の温度勾配と同一に調整されるようになっている。なお、ｔ℃における電圧Ｖ５８
（＝Ｖｚ２）及び温度勾配ａ５０は、第３実施形態の電源供給回路４の場合と同一の式に
よって算出できるため、説明は省略する。
【００９４】
（１－２－５）　電源供給回路の第５実施形態
　図１５は、電源供給回路４の第５実施形態を示す回路図である。
　この電源供給回路４は、第一の入力端子（＋）に定電圧源６４（第一の電源電圧）が接
続されたオペアンプ６０と、一方がオペアンプ６０の第二の入力端子（－）に接続された
入力抵抗６１と、一方がオペアンプ６０の第二の入力端子（－）に接続され、他方がオペ
アンプ６０の出力端子６５に接続されたフィードバック抵抗６２と、定電圧源６３（第二
の電源電圧）を選択的に入力抵抗６１の他方から切り離すスイッチ回路９とを備えて構成
される。
　また、この定電圧源６３及び６４の電圧は、所定の温度における出力端子６５の電圧と
同電圧に設定される。なお、同電圧でない場合は、第１実施例に示したような電圧調整回
路（図 ）を用いて同電圧に調整してもよい。
【００９５】
このスイッチ回路９は、全画面表示モードの場合には定電圧源６３を入力抵抗６１に接続
して出力電圧Ｖｚ１を出力させるのに対し、部分表示モードの場合には定電圧源６３を入
力抵抗６１から切り離すことにより、定電圧源６３からの電力の供給を停止して出力電圧
Ｖｚ２を出力させるようになっている。なお、部分表示モードの場合の電源供給回路４の
出力電圧Ｖｚ２に影響がない部分（スイッチ回路９、定電圧源６３など）を除く回路図は
、第３実施形態の回路図（図１２）と同一であるため、その説明を援用する。
【００９６】
次に、全画面表示モードの場合の電源供給回路４において、定電圧源６３の０℃における
電圧をＶ６３、電圧の温度勾配をａ６３とし、定電圧源６４の０℃における電圧をＶ６４
、電圧の温度勾配をａ６４とし、出力端子６５の０℃における電圧をＶ６５、電圧の温度
勾配をａ６５とし、抵抗６１、６２の抵抗値をそれぞれＲ６１、Ｒ６２とすると、ｔ℃に
おける出力電圧Ｖ６５（＝Ｖｚ１）は、以下の式（５４）で表される。
【００９７】
(１＋ａ６５×ｔ )×Ｖ６５＝ (１＋Ｒ６２／Ｒ６１ )×Ｖ６４× (１＋ａ６４×ｔ )－ (Ｒ６
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２／Ｒ６１ )×Ｖ６３× (１＋ａ６３×ｔ )　　　　　　　　　　　　……（５４）
【００９８】
ここで、Ｖ６３＝Ｖ６４とおくと、式（５４）は式（５５）で表すことができる。
【００９９】
(１＋ａ６５×ｔ )×Ｖ６５＝ (１＋Ａ６×ｔ )×Ｖ６４　　　……（５５）
ここで、Ａ６＝ａ６４＋ａ６４×Ｒ６２／Ｒ６１－ａ６３×Ｒ６２／Ｒ６１
【０１００】
次に、式（５５）の左辺と右辺を比較することにより、温度勾配ａ６５は式（５６）で表
すことができる。
【０１０１】
　
　
　
よって、
Ｒ６２／Ｒ６１＝ (ａ６５－ａ６４ )／ (ａ６４－ａ６３ )　　……（５７）
【０１０２】
式（５７）よりＲ６２／Ｒ６１は正数であるから、Ｒ６２／Ｒ６１＞０になるように温度
勾配ａ６３～ａ６５を設定しなければならない。
ここで、電圧Ｖ６３＝Ｖ６４＝１．１［Ｖ］、温度勾配ａ６３＝－０．０５５［％］、ａ
６４＝－０．１［％］の時に電圧Ｖ６５＝１．５［Ｖ］、温度勾配ａ６５＝－０．２［％
］に調整する場合の抵抗値Ｒ６１、Ｒ６２の設定例について説明する。
式（５７）に温度勾配ａ６３～ａ６５の値を代入すると、Ｒ６２／Ｒ６１＝１００／４５
となり、例えば、Ｒ６１＝４５［ｋΩ］、Ｒ６２＝１００［ｋΩ］と設定することにより
、この加算回路８は、温度勾配ａ６５＝－０．２［％］に調整することができる。
【０１０３】
これに対して、部分表示モードの場合の電源供給回路４は、上述したように定電圧源６４
だけを使って出力電圧Ｖｚ２を出力するため、第３実施形態の場合と同様に、出力電圧Ｖ
ｚ２の温度勾配は定電圧源６４の温度勾配と同一に調整されるようになっている。
なお、スイッチ回路９は、上述の場合に限らず、図１６に示すように、定電圧源６４を選
択的に入力抵抗６１から切り離すように配置してもよい。この場合、部分表示モードの場
合の電源供給回路４の出力電圧に影響がない部分（スイッチ回路９など）を除く回路図は
、第２実施形態の回路図（図１０）と同一であるため、その説明は省略する。
【０１０４】
（１－２－６）　電源供給回路の第６実施形態
図１７の７０は、電源供給回路４の第６実施形態を示す回路図である。
この電源供給回路７０（４）は、一方が定電圧源７３（第一の電源電圧）に接続され、他
方がこの電源供給回路７０の出力端子７５に接続された抵抗７１と、一方が電源供給回路
７０の出力端子７５に接続された抵抗７２と、抵抗７２の他方を定電圧源７４（第二の電
源電圧）または固定電圧（ＧＮＤ）に選択的に接続するスイッチ回路９とを備えて構成さ
れる。
また、この定電圧源７３及び７４の電圧は、所定の温度における出力端子７５の電圧と同
電圧に設定される。なお、同電圧でない場合は、定電圧源７３及び７４を基準とした電圧
調整回路を設けて同電圧に調整してもよい。
【０１０５】
このスイッチ回路９は、全画面表示モードの場合には定電圧源７４を抵抗７２に接続して
出力電圧Ｖｚ１を出力させるのに対し、部分表示モードの場合には定電圧源７４を抵抗７
２から切り離すことにより、図１８に示すように、定電圧源７４からの電力の供給を停止
して出力電圧Ｖｚ２を出力させるようになっている。なお、図１８においては、電源供給
回路７０の出力電圧Ｖｚ２に影響がない部分（スイッチ回路９、定電圧源７４など）を省
略して示す。
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【０１０６】
次に、全画面表示モードの場合の電源供給回路７０において、定電圧源７３の０℃におけ
る電圧をＶ７３、電圧の温度勾配をａ７３とし、定電圧源７４の０℃における電圧をＶ７
４、電圧の温度勾配をａ７４とし、出力端子７５の０℃における電圧をＶ７５、電圧の温
度勾配をａ７５とし、抵抗７１、７２の抵抗値をそれぞれＲ７１、Ｒ７２とすると、ｔ℃
における出力電圧Ｖ７５（＝Ｖｚ１）は、以下の式（５８）で表される。
【０１０７】
(１＋ａ７５×ｔ )×Ｖ７５＝ (１＋ａ７４×ｔ )×Ｖ７４×Ｒ７１／ (Ｒ７１＋Ｒ７２ )＋ (
１＋ａ７３×ｔ )×Ｖ７３×Ｒ７２／ (Ｒ７１＋Ｒ７２ )……（５８）
【０１０８】
ここで、Ｖ７３＝Ｖ７４とし、式（５８）の右辺を左辺と同じ形式に変形すると、式（５
９）で表すことができる。
【０１０９】
　
　
　
ここで、Ａ７＝Ｒ７１／ (Ｒ７１＋Ｒ７２ )……（６０）
Ｂ７＝Ｒ７２／ (Ｒ７１＋Ｒ７２ )……（６１）
【０１１０】
次に、式（５９）の左辺と右辺を比較することにより、温度勾配ａ７５は式（６２）で表
すことができる。
【０１１１】
ａ７５＝ａ７４／ (１＋Ｃ７ )＋ａ７３×Ｃ７／ (１＋Ｃ７ )……（６２）
ここで、Ｃ７＝Ｒ７２／Ｒ７１……（６３）
よって、
Ｃ７＝ (ａ７４－ａ７５ )／ (ａ７５－ａ７３ )……（６４）
【０１１２】
式（６３）より抵抗値で構成されるＣ７は正数であるから、式（６４）よりＣ７＞０にな
るように温度勾配ａ７３～ａ７５を設定しなければならない。
ここで、温度勾配ａ７３＝－０．０５５［％］、ａ７４＝－０．２［％］の時に温度勾配
ａ７５＝－０．１［％］に調整する場合の抵抗値Ｒ７１、Ｒ７２の設定例について説明す
る。
式（６４）に温度勾配ａ７３～ａ７５の値を代入すると、Ｒ７２／Ｒ７１＝２０／９とな
り、例えば、Ｒ７１＝９０［ｋΩ］、Ｒ７２＝２００［ｋΩ］と設定することにより、こ
の加算回路７０は、温度勾配ａ７５＝－０．１［％］に調整することができる。
【０１１３】
これに対して、部分表示モードの場合の電源供給回路７０は、図１８に示したように定電
圧源７３だけを使って出力電圧Ｖｚ２を出力するため、出力電圧Ｖｚ２の温度勾配は定電
圧源７３の温度勾配と同一に調整されるようになっている。なお、ｔ℃における電圧Ｖ７
５（＝Ｖｚ２）及び温度勾配ａ７５は、以下のように算出される。
【０１１４】
(１＋ａ７５×ｔ )×Ｖ７５＝ (Ｒ７２／ (Ｒ７１＋Ｒ７２ ))×Ｖ７３×　　　　　　　　　
　　　　　 (１＋ａ７３×ｔ )
従って、Ｖ７５＝ (Ｒ７２／ (Ｒ７１＋Ｒ７２ ))×Ｖ７３
ａ７５＝ａ７３
【０１１５】
（１－２－７）　電源供給回路の第７実施形態
図１８の７８は、電源供給回路４の加算回路の第７実施形態を示す回路図である。
この電源供給回路７８（４）は、オペアンプ７６の第一の入力端子（＋）に第６実施例の
電源供給回路７０の出力端子７５を接続し、第二の入力端子（－）をオペアンプ７６の出
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力端子７７と短絡することにより、出力端子７５のインピーダンスを低減した出力電圧（
Ｖｚ１、Ｖｚ２）をオペアンプ７６の出力端子７７から出力する構成になっている。
従って、この電源供給回路７８は、電源供給回路７０に比して、外部負荷により出力電圧
Ｖｚ１、Ｖｚ２及び温度勾配の変動を低減することができるようになっている。
【０１１６】
（１－３）　実施形態の効果
以上の構成によれば、本実施形態に係る液晶表示装置１は、電源供給回路４により全画面
表示モードの場合には液晶表示パネル２の温度特性を補償する温度勾配に調整された出力
電圧Ｖｚ１が駆動電圧Ｖｚとして供給され、部分表示モードの場合には第二の電源電圧Ｖ
ｙの供給を停止して第一の電源電圧Ｖｘの温度勾配の出力電圧Ｖｚ２が駆動電圧Ｖｚとし
て供給される。これにより、液晶表示パネル２の表示品質を一定に維持できると共に、部
分表示モードの時の消費電力をさらに低減することができる。
また、この電源供給回路４は、サーミスタなどの温度特性を持つ素子を使用することなく
、駆動電圧Ｖｚの温度勾配が調整できることにより、実装部品を低減することができる。
また、この電源供給回路４は、温度調整用の抵抗をポリ抵抗や拡散抵抗を用いてこの電源
供給装置を含むＩＣに内蔵すれば、サーミスタを接続するための端子、実装部品数、組立
工程を削減することが可能になる。
【０１１７】
（２）　変形例
上述の実施形態においては、この電源供給回路４は、液晶表示パネル２（液晶表示素子）
の温度特性を補償する駆動電圧Ｖｚを出力する場合について述べたが、本発明はこれに限
らず、この電源供給回路４が液晶表示パネル以外の駆動対象の温度特性を補償する駆動電
圧を出力するように調整することにより、液晶表示装置以外の装置に用いられる電源供給
回路として広く使用することができる。
また、この電源供給回路４が部分表示モードの場合に出力する駆動電圧Ｖｚ２は、第一の
電源電圧Ｖｘに代えて第二の電源電圧Ｖｙに基づいて出力してもよく、さらに、第一の電
源電圧Ｖｘと第二の電源電圧Ｖｙのいずれか一方を選択的に用いて出力できるようにして
もよい。
従って、第一の電源電圧Ｖｘのみの供給を停止して第二の電源電圧Ｖｙのみを供給した場
合は、駆動電圧Ｖｚ（＝Ｖｚ２）の温度勾配を第二の電源電圧Ｖｙの温度勾配にすること
ができる。
【０１１８】
また、上述の実施形態においては、この電源供給回路４は、第一の電源電圧Ｖｘと第二の
電源電圧Ｖｙの２つの電源電圧を使用して駆動電圧Ｖｚを出力する場合について述べたが
、本発明はこれに限らず、２以上の電源電圧を使用してもよい。
電源供給回路４は、要は、部分表示モードの場合に全画面表示モードの場合に比して使用
する電源電圧の数が少なくなるようにスイッチ回路が選択するようにすれば消費電力を低
減できる。
この場合、変更された温度勾配は、その温度勾配の駆動電圧に基づいて液晶表示パネル２
を駆動した場合に予め定めた温度範囲内（例えば、－５℃から７０℃程度）で液晶表示パ
ネル２の透過率をほぼ一定に維持する温度勾配の範囲内にあるようにすれば、液晶表示パ
ネル２の表示品質を一定に維持することができる。
【０１１９】
さらに、液晶表示装置が部分表示モードの場合は液晶表示パネルの全ての走査電極のうち
選択する画素に対応する走査電極の数を変更可能なものの場合には、スイッチ回路を複数
設けて、選択する画素に対応する走査電極の数に応じて使用する電源電圧の数を順次変更
させることにより、温度勾配を順次変更させるように構成してもよい。
この場合、走査電極の数に応じて使用する電源電圧の数を温度勾配が上述の条件を満足す
る範囲でできるだけ少なく設定することにより、上述の実施形態に比してさらに消費電力
を低減させることができる。
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【０１２０】
また、この液晶表示装置１を適用する機器については特に言及していないが、電子時計や
携帯電話装置などの液晶表示パネルを備える電子機器に広く適用することができる。
【０１２１】
【発明の効果】
上述したように本発明の電源供給回路は、サーミスタなどの実装部品の低減と同時に液晶
表示素子などの駆動対象の温度特性を温度補償する電力を供給でき、かつ、消費電力を低
減することができる。
従って、この電源供給回路を使用する液晶表示装置は、表示品質を一定に維持できると共
に、消費電力を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施形態に係る液晶表示装置の概要構成ブロック図である。
【図２】　前記液晶表示装置の全画面表示モードと部分表示モードの説明に供する図であ
る。
【図３】　前記液晶表示装置の電源供給回路の概略構成ブロック図である。
【図４】　液晶表示素子の光透過率を１０［％］と９０［％］に維持できる駆動電圧と前
記全画面表示モードの場合の駆動電圧の関係を示す特性曲線図である。
【図５】　液晶表示素子の光透過率を１０［％］と９０［％］に維持できる駆動電圧と前
記部分表示モードの場合の駆動電圧の関係を示す特性曲線図である。
【図６】　前記電源供給回路の第１実施形態を示す回路図である。
【図７】　前記電源供給回路の部分表示モードの場合の回路図である。
【図８】　電源調整回路の回路図である。
【図９】　前記電源供給回路の第２実施形態を示す回路図である。
【図１０】　前記電源供給回路の部分表示モードの場合の回路図である。
【図１１】　前記電源供給回路の第３実施形態を示す回路図である。
【図１２】　前記電源供給回路の部分表示モードの場合の回路図である。
【図１３】　前記電源供給回路の第４実施形態を示す回路図である。
【図１４】　前記電源供給回路の部分表示モードの場合の回路図である。
【図１５】　前記電源供給回路の第５実施形態を示す回路図である。
【図１６】　前記電源供給回路の部分表示モードの場合の回路図である。
【図１７】　７０は、前記電源供給回路の第６実施形態を示す回路図であり、７８は、前
記電源供給回路の第７実施形態を示す回路図である。
【図１８】　前記電源供給回路の部分表示モードの場合の第６及び第７実施形態の回路図
である。
【図１９】　液晶表示素子の光透過率の温度特性を示す特性曲線図である。
【符号の説明】
１……液晶表示装置、
２……液晶表示パネル、
３……液晶駆動回路、
４……電源供給回路、
５……駆動制御回路、
８……加算回路、
９……スイッチ回路（選択手段）、
Ｖｘ……第一の電源電圧、
Ｖｙ……第二の電源電圧、
Ｖｚ、Ｖｚ１、Ｖｚ２……駆動電圧。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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